
国民の貴重な財産を受け継いだ会社だからこそ！

国費３兆円も投入され「リニア事業」を推進する会社だからこそ！

社会に貢献する企業として存在しなければならない。

社会的弱者の方々に「思いやりのある会社」でなければならない。

(概 況)

今年の夏は異常だ！ そして先月の２８日、うだる猛暑のなか、

一人のご高齢の女性が新横浜駅の「お忘れ物承り所」を、ご自身

の唯一の足でもある「敬老乗車証」をお探しのため訪れた。祈る

気持ちで無くされた詳細と氏名を告げたところ、なんと！ありが

たいことに、親切な方のご厚意よって届けられていた。

胸をなで下ろす安堵の気持ちを伝えつつ、大切な敬老乗車証の

受領をお願いしたところ、なっなんと？そこに立ちはだかったのは又しても

敬老？いや老兵助役Ｔだった。いわく。「身分証明書類の提示がなければ引き

渡しは、言語道断！」という理由で、その場からご高齢の女性を突き返した。

この猛暑の中を・・。信じられない？

翌る日、連日の猛暑のなか女性は、往復運賃を払い再び「承り所へ・・。」

応対したＮ社員は、前日のお気の毒な事情（助役対応）をお聞きして、腹立

たしい感情を抑えつつ、女性の大変なご足労に対し、

助役の非礼を代わってただお詫びをするしかなか

った。女性が忘れ物窓口を後にした部屋には、Ｎ社

員の「誰だ！突き返したバカ野郎は！」だけが空し

くこだましていた・・。まったくの同感だ。

（次号：検証するにつづく）


